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スをクリックします。次にポップアップメニューから期間を選んでスクリプトを実

行する頻度を設定します。頻度には以下のオプションがあります： 

 

期間  オプション 

毎日 時刻を選択します。 

毎週 曜日と時刻を選択します。 

毎月 日付と時刻を選択します。 

毎 ______ 期間数と期間の長さ（分・時・日・週・月）を選択します。例え

ば、これで 20 分や 3 ヵ月ごとにスクリプトを実行させることがで

きます。 

 

「+」ボタンをクリックしてセクションに行を追加することで、複雑な予約を設定

することが可能です。例えば、ここでは毎週月曜と金曜の午後 11 時にスクリプトを

実行し、次に毎月 1 日の午前 1 時にも実行するよう設定しました。他の条件を追

加するには、以下の場所にカーソルを置きます。 

 

 
 

条件を削除するには、条件の右側の「–」ボタンを押します。設定しているスクリ

プトの予約をすべて（削除せずに）無効にするには、「スクリプトを実行」チェ

ックボックスのチェックを外します。 
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このグループには、他にも以下のような 3 つのコントロールがあります： 

 

• 「必要に応じてコンピュータのスリープを解除する」は、Mac が省電力状態の
「スリープ」モードに移行しても、Personal Backup X5 が予約されたスクリプト
を実行します。スクリプトが完了した時点で、コンピュータは通常モードのまま
になります。「仕上げ」オプションで、スクリプトが終了したときにコンピュー
タをスリープ状態にする設定をオンにすれば、スリープ状態に戻せます。（この
設定方法については、「仕上げ：ファイルの後処理」を参照してください。）コ
ンピュータが単にスリープ状態ではなく完全にオフである場合、このオプション
ではコンピュータが起動しないことに注意してください。 

• 「自分がログインしていないときでもスクリプトを実行する」は、スクリプトの
実行時に誰もログインしていない場合や、他の人がログインしている場合でも、
スクリプトを実行させることができます。 

• 「ボリューム ____ の準備ができているときにスクリプトを実行する」では、お
使いの Mac から指定のボリュームが見えると、自動的にスクリプトが開始され
ます。これは、例えばネットワークに接続したとき、あるいは外付けハードディ
スクを起動あるいは接続した場合に実行されます。Mac の起動ドライブを除き、
このスクリプトのソースあるいはコピー先として与えられたボリュームは、すべ
てポップアップメニュー内で利用できます。ソースとコピー先が両方とも Mac 
の起動ディスク上にある場合、このオプションは利用できません。 
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準備：ファイルの前処理 

Personal Backup X5 の「準備」オプションを利用するには、以下のいずれかを行い

ます： 

• 「スクリプト」>「選択」>「準備」を選択する。 
• Command-2 キーを押す。 
• Personal Backup X5 メインウインドウの下部にある「準備」ボタンをクリックす

る。 

 
 

このオプションで、Personal Backup X5 がコピーを作成する前にプログラムを実行

することができます。バックアップや同期化を行う前に Mac ユーザが最も実行し

たいものが、ウィルスチェッカーであるため、最初のチェックボックスは Intego 

VirusBarrier 専用です。 
 

2 番目のチェックボックスで、スクリプトはどんなアプリケーションでも最初に実

行できます。このアプリケーションには、GUI が搭載された Mac アプリケーショ

ン、AppleScript、シェルスクリプト、オートメーターのワークフロー、あるいは

スクリプトが始まるときに再生するサウンドファイルなどが考えられます。この

ボックスをオンにすると、ダイアログボックスが表示されます。このダイアログ

ボックスで、実行するプログラムを選択するか、あるいは後で変更するかを決め

ます。次に「選択...」ボタンをクリックします。 
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例外条件 

Personal Backup X5 の「例外条件」オプションを表示するには、以下のいずれかを

行います。 

• 「スクリプト」>「選択」>「例外条件」を選択します。 
• Command-3 キーを押します。 
• Personal Backup X5 メインウインドウの下部にある「例外条件」ボタンをクリッ

クします。 

 

 

最初の 2 つのポップアップメニューで、いずれかの条件、あるいはすべての条件

を満たす項目をコピーする（しない）ように指定できます。例えば、この選択肢

を変更することで、名前に「cache」が含まれるファイルのみをコピーする、ある

いはコピーしない、あるいは他のファイルと一緒にコピーする、など異なる動作

を指定できます。 

次のセクションでは、フィルタで検出したい情報の種類を指定します。条件は、

可視性、名前、種類、パス、サイズ、作成日（ファイルを実際に作成した日付）、

最終更新日、ラベルから選べます。これらのうちの 1 つを選択すると、フィルタ

の詳細が指定できるようになります。 

「スケジュール」オプションと同様に、ウインドウの右にある「+」ボタンをクリ

ックして、条件を追加します。さらに、条件の横にある「-」ボタンで、この条件

をリストから削除します。また、ポップアップメニューのオプションを変更する
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か、あるいはデータフィールドに新しい値を入力して、フィルタの条件を変更す

ることができます。 

 
以下の例では、ファイルが以下のいずれかの条件を満たすときのみコピーされま

す。 

 

• Microsoft Office のファイルである。（Word 書類等） 
• 「バックアップ書類」という名前のフォルダにある。 
• 「会計」という名前である。 
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オプション 

実行しているのがバックアップ、起動ディスクバックアップ、あるいは同期のい

ずれであろうと、スクリプトのオプションは同じ方法で使用します。（ここで選

択できるものは、左の列にあるスクリプトリストで選択しているスクリプトの種

類により変わります。） 

 

スクリプトの種類 スクリプトのオプションを利用する方法 

バックアップ 

 

• 「スクリプト」>「選択」>「バックアップ・オプショ
ン」を選択する。 

• Command-4 キーを押す。 
• Personal Backup X5 メインウインドウの下部にある 

「バックアップ・オプション」ボタンをクリックする。 

起動ディスクバッ

クアップ 

 

• 「スクリプト」>「選択」>「起動ディスクバックアッ
プ・オプション」を選択する。 

• Command-5 キーを押す。 
• Personal Backup X5 メインウインドウの下部にある 

「起動ディスクバックアップ・オプション」ボタンをク
リックする。 

同期 

 

• 「スクリプト」>「選択」>「同期オプション」を選択す
る。 

• Command-6 キーを押す。 
• Personal Backup X5 メインウインドウの下部にある 

「同期オプション」ボタンをクリックする。 
 

これらのオプションを個別に説明します。 
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バックアップ・オプション 

 
 

モード : このセクションでは、コピーするファイルの版をいくつ保持するかを定

義します。（この数を決めるには、第 1 章の「バックアップでの決定事項」セク

ションを参照してください。） デフォルトでは、Personal Backup X5 はバックアッ

プディスクが一杯になるまでファイルの古い版をすべて保存しますが、古い版を

特定の数だけ保存することも可能です。 
 

「モード」ポップアップメニューのオプションには、他に「各ファイルの最新バ

ージョンのみ保持する」があります。これを選択すると、さらに 3 つのオプショ

ンが表示されます。 

 
 

• 「ソースから削除されているファイルは削除する」は、ソースで削除されたファ
イルのコピーがバックアップに含まれないようにします。この場合、ソースの現
在の内容がバックアップに正確に反映されます。 

• 「ソースにある方が古くても、ソースのファイルでコピー先を上書きする」は、
バックアップを本当に一方向だけのものにします。このオプションでは、ソース
の中身がどんなものであれ、必ず保持しなければならないファイルであることを
前提としています。これは例えば、バックアップ先にあるファイルは試験的に作
成されるものであり、ソースにあるファイルこそが “実際に” 使用されるファイ
ルであるといった場合に便利です。 
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• 「ソースが 1 つだけ指定されている場合はコピー先のルートにバックアップす
る」で、ソースの「ミラー」を作成します。これは他のバックアップの方法より
単純です。 

 

「アクセス権」セクションで、ユーザが読み込みアクセス権を持つファイルのみ

を Personal Backup X5 がコピーするか、あるいは管理者権限を使用してすべてのフ

ァイルをコピーするかを決めます。後者を選択すると、スクリプトの実行直前に

管理者のパスワードを入力するか（「スクリプトを実行する前に認証を求め

る」）、前もって入力しておくか（「認証を求めない」）を選びます。 

 

すべてのファイルをコピーするには、管理者レベルのアクセス権を持つユーザの

ユーザ名とパスワードを入力する必要があります。Mac でこのユーザを決めるに

は、「Apple」メニュー>「システム環境設定...」>「アカウント」を選択します。

管理者レベルのアクセス権を持つユーザには、名前の下に「管理者」が表示され

ます。 

 

「詳細」オプションには、「エイリアスを解決する」というチェックボックスが 1 

つだけあります。このチェックボックスをオフのままにすると、エイリアスファ

イルはそのままコピー先に単純にコピーされます。チェックボックスをオンにす

ると、各エイリアスのオリジナルのファイルが代わりにコピーされます。 
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起動ディスクバックアップ・オプション 

起動ディスクバックアップには 4 つのオプションがあります。 

 

 
 

• 「管理者パスワードの入力を求めない」をオンにすると、スクリプトを定義した
時点で Personal Backup X5 が管理者パスワードを入力するよう求めます。これで
後にパスワードを入力する必要がなくなります。オフのままにすると、スクリプ
トの実行直前にパスワードを入力する必要があります。 

• 「コピー先で何も削除しない」をオフのままにすると、Personal Backup X5がソ
ースボリュームの完全なクローン（通常コピーできないファイルも含めてコピー
されたボリュームの複製バックアップ）を作成します。この処理中に、コピー先
にあるものをすべて削除します。オンにすると、コピー先ボリュームにすでに存
在する内容に加えて、ソースの完全なクローンがコピー先ボリューム上に作成さ
れます。このチェックボックスをオンにすると、起動ディスクバックアップに問
題が起こる可能性があるので注意してください。単にフォルダが削除されないよ
うにしたい場合は、そのようなフォルダを例外に追加してください。 

• 「アクセス権を修復する」は、システムファイルのアクセス権を検証します。
Personal Backup X5 は、検出したエラーを修正しようとします。 

• 「修復する」は、起動ディスクバックアップを実行した後にコピー先ボリューム
が正常な状態かを確認するために、このボリュームを検証します。Personal Backup 
X5 は、ディレクトリエラーなど検出したエラーを修正しようとします。 

 
注意：起動ディスクバックアップを実行する場合は、起動ボリュームと同じサイズのハー

ドディスクにバックアップする必要はありません。例えば、250 GB のハードディスクが

搭載されている Mac で、80 GB しか空き容量がないとします。この場合、起動ディスクバ

ックアップはハードディスクのサイズが 120 GB あれば作成でき、それでもまだ余裕があ

ります。しかし、コピー先には空き容量が数 GB は必要です。ある程度の余裕がないと、

Macに問題が起こった場合に、起動ディスクとしてバックアップが使用できない可能性が

あります。（この数 GB の容量に、Mac は仮想メモリファイルを利用します。） 



第 4章 – スクリプトオプション 

 

Personal Backup X5 ユーザーズガイド                 58ページ 
 

同期オプション 

同期では、2 つのフォルダやボリュームに含まれるファイルを調節し、全ファイル

が同一のバージョンになるようにします。ここでは、ソースとコピー先のボリュ

ームで同一のファイルが変更された場合に、どちらのファイルをコピーするかが

問題となります。「同期」オプションの最初のポップアップで、その動作を指定す

ることができます。 
 

 
 

最初のオプション、「確認」では、双方の場所で変更されたファイルが検出され

ると、すぐにウインドウが表示されます。 
 

 
 

左側にはソースにある書類の詳細が表示され、右側にはコピー先の同一書類が表

示されます。ソースとコピー先それぞれの右下には、小さな虫めがねのアイコン
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が表示されます。これをクリックすると、クイックルック（Mac OS X 10.5 

Leopard の場合）、または Finder（Mac OS X 10.4 Tigerの場合）でファイルが表示

されます。Leopard を使用している場合は、虫めがねのアイコンをクリックすると

きに Optionキーを押すことで、Finder でファイルを表示できます。 

 
双方で変更があったファイルに対して、2 つの選択肢があります。ソースに存在す

る版をコピーする「正式」バージョンにするか、あるいはより最近に変更された

ほうをコピーするかです。どちらをコピーするかを選択したら、次に「続ける」

ボタンをクリックします。このとき、「その他の不一致を」チェックボックスを

オンにして、次にポップアップメニューから希望する動作を 1 つ選択することで、

同様の不一致をすべて無視することも可能です。60 秒以内に何の選択も行わなか

った場合、Personal Backup X5 は「すべて後で解消」ボタンを押したものとして動

作します。 

 
「最後の同期から双方の側に変更がある場合」オプションでも、このような同期の

不一致が起こった場合に Personal Backup X5 が一貫してどのように動作するかを選

択できます。「確認」以外に、「ソースからコピー」、「コピー先からコピー」、

「最新をコピー」、「最古をコピー」の 4 つのオプションがあります。 

 
どれを選択しても、Personal Backup X5 は以前の版を削除し、ソースとコピー先の

ボリュームにファイルが 1 つだけ残るようにします。しかし、「コピー先で何も

削除しない」チェックボックスをオンにすると、この動作を無効にすることも可

能です。 

 

「アクセス権」セクションで、ユーザが読み込み権限を持つファイルのみを 

Personal Backup X5 がコピーするか、あるいは管理者権限を使用してすべてのファ

イルをコピーするかを決めます。後者を選択した場合、スクリプトの実行直前に
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管理者のパスワードを入力するか（「スクリプトを実行する前に認証を求め

る」）、前もって入力しておくか（「認証を求めない」）を選びます。 

 

すべてのファイルをコピーするには、管理者レベルのアクセス権を持つユーザの

ユーザ名とパスワードを入力する必要があります。Mac でこのユーザを決めるに

は、「Apple」メニュー>「システム環境設定...」>「アカウント」を選択します。

管理者権限を持つユーザには、名前の下に「管理者」が表示されます。 



第 4章 – スクリプトオプション 

 

Personal Backup X5 ユーザーズガイド                 61ページ 
 

仕上げ：ファイルの後処理 

Personal Backup X5 の「仕上げ」オプションを表示するには、以下のいずれかを行

います。 

 

• 「スクリプト」>「選択」>「仕上げ」を選択する。 
• Command-7 キーを押す。 
• Personal Backup X5 メインウインドウの下部にある「仕上げ」ボタンをクリックする。 

 

 

 

「仕上げ」オプショングループの先頭の「実行」チェックボックスは、「準備」

オプションのものと同様で、 スクリプトが終了するときに他のプログラムを実行

するよう指定できます。実行するプログラムはどんなアプリケーションでもよく、

AppleScript、シェルスクリプト、Automator のワークフロー、あるいはスクリプト

が完了するときに再生するサウンドファイルなどが考えられます。このチェックボッ

クスをオンにすると、ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボッ

クスで実行するプログラムを選択します。変更するには「選択...」ボタンをクリッ

クします。 

 
次の「コピー先を取り出す」オプションはデフォルトでオンに設定されています。

これでスクリプトが完了したときに、Personal Backup X5 がコピー先ボリュームの

マウントを解除します。ポップメニューの 2 つのオプション、Personal Backup X5 
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でマウントされたボリューム（ネットワークボリューム等）のみを取り出すか、

または常に取り出すかのいずれかを選択します。 

 

最後のオプションで、Personal Backup X5を終了するか、Mac をスリープ状態にす

るか、あるいは他のスクリプトを実行するかを設定できます。「スクリプトを実

行」を選択すると別のポップアップメニューが表示され、利用できるスクリプト

がすべて表示されます。Personal Backup X5 に順次スクリプトを実行させ、最終的

にシステム終了させることもできます。 
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第 5 章 ‒ バックアップ、同期、復
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「実行」 をクリックしたときの動作 

ここまでの説明で、すべてのオプションが設定されていることになります。コピーす

るファイルが選択され、Personal Backup X5 がこのファイルをどうするか、例外はど

う処理するか、スクリプトが完了する前後に何を行うかなど、すべて設定してありま

す。それでは、これらを実際に実行しましょう。 

スクリプトを実行するには、左の列からスクリプトをクリックし、次に右下にある右

向きの三角形（「実行」ボタン、テープレコーダーや CD プレーヤーのボタンに類

似）をクリックします。このボタンのラベルは、バックアップ、起動ディスクバック

アップ、同期のいずれを行うかによって異なります。 

ほとんどの場合、 Personal Backup X5がスクリプトを実行中にユーザの邪魔をするこ

とはありません。スクリプトの予約時間になった時点、あるいは「実行」ボタンを押

すと、毎回ユーザが指示した通りにプログラムが動作します。しかしながら、1 つだ

け明らかにそうでない場合があります。それは DVD などの取り外し可能なメディアに

バックアップを行う場合です。この場合は処理を監視して、必要に応じて新しいメディ

アを挿入する必要があるかもしれません。 

Personal Backup X5 には、実行前、実行中、かつ実行後にバックアップや同期を検査

する方法があります。「プレビュー」ボタンは、どのファイルがコピーされるか正確

に表示します。「概要」ボタン、「チャート」ボタン、および「詳細」ボタンをクリ

ックすると、処理が実行される様子を 3 通りの方法で見ることができます。「ログ」

は、正常に実行されたスクリプトと失敗したスクリプトの両方の記録を保持します。 

バックアップは、消失したファイルを復元する方法がなければ役に立ちません。

Personal Backup X5 の復元機能で、どのファイルを元の場所に戻すかだけでなく、ど

の時点のファイルを復元するかも選択することができます。もちろん、ファイルは元

のファイル形式のままで保存されているため、Mac OS X 内で単にフォルダからフォ

ルダにドラッグすることも可能です。 
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プレビュー 

これでバックアップスクリプトあるいは同期スクリプトが設定されました。しか

し、正確には何が起こるのでしょうか。どれぐらいの数のファイルがコピーされ

るのでしょうか。どの方向にコピーされるのでしょうか。一時的に例外を作成し

たい場合はどうすればよいのでしょうか。Personal Backup X5 のプレビュー機能に

すべてお任せください。 
 

スクリプトリストのスクリプトをクリックし、次に Personal Backup X5 メインウイ

ンドウの右下にある「プレビュー」ボタンをクリックします。 

 
 

あるいは、「スクリプト」>「プレビュー」を選択するか、Command-Option-

Return キーを押しても、プレビューモードに移行できます。 
 

ウインドウの下部に以下が表示されます。 
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左の列にはコピーするファイルやフォルダの名前が表示され、中央の列には予定

されている動作、右の列にはコピー先内の最終的なコピー場所が表示されます。

不可視状態のファイルもこのリストには表示されます。Finder では表示されない

もの（上記の例では「DS_Store」）も表示されます。 
 

さらに詳しい情報を見たい場合はどうすればいいでしょうか。ウインドウの左下

にあるギアのアイコンをクリックすると、リストの各項目に対する情報がさらに 2 

列表示されます。具体的には更新日と作成日です。さらに「完全パス」を選択す

ると、コピー対象ファイルの名前だけでなく、そのファイルがソースボリューム

のどこにあるかも表示されます。表示している情報にはチェックマークがその横

に表示されます。任意の情報を隠すには、ギアメニューからもう一度項目を選択

します。 

 
 

以下は、すべての情報を表示した場合の上図と同じウインドウです。 
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選択しているオプションによっては、Mac の画面にすべて表示しきれない場合が

あります。列の幅は変更できるので、最も重要なものだけ見やすいように調節す

ることができます。幅を調節するには、カーソルを列のヘッダの右側線上に置き

「二重矢印」カーソルを表示させ、ご希望の幅に伸ばすあるいは縮小します。以

下が「ソース」列の幅を広げる前の様子です。 

 
 

列の幅を広げて、各ファイルのパスが完全に見えるようになった状態は以下の通

りです。 

 
 

ファイルパスをダブルクリックすると、Finder 上でファイルを表示します。 
 

コピーしたくない項目を見つけた場合はどうすればいいでしょうか。もちろん 

「例外条件」でルールを作成することもできますが（「例外条件」を参照）、

Personal Backup X5 にはさらに素早く個別の例外を設定する方法があります。「処

理を変更」列内で対象項目に対するアクションをクリックします。これでポップ

アップメニューが表示され、この項目のコピーを無効にすることができます。 
 

 
 

バックアップスクリプトや同期スクリプトが希望通りであることを確認したら、

「実行」ボタンを押せば即座にこれを実行できます。また、ウインドウの右下に
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ある「編集モード」ボタンをクリックすれば、メインウインドウに戻ることもで

きます。 
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バックアップ、起動ディスクバックアップ、同期の実行 

バックアップスクリプトあるいは同期スクリプトは以下の場合に開始します。 
 

• 予約時間になる。 
• 「実行」ボタンを押す。 
• 「スクリプト」>「実行」を選択する。 
• Command-Return キーを押す。 

 

いずれの場合においても、Personal Backup X5 がファイルを実際コピーする必要が

あるのかどうかを分析する間に、ファイルを「コピーする準備を整えている」様

子に気づく場合があります。（スクリプトに関与するファイルのサイズが小さい

場合は、プログラムは非常に素早くチェックを行うために、おそらく何も気がつ

かないでしょう。） 
 

 
 

スクリプトの名前の横に、小さなアイコンが表示されます。 
 

 
 

準備が完了すると、すぐにこのアイコンが変化して、スクリプトがファイルをコ

ピー中であることが表示されます。 
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Personal Backup X5 ウインドウのメインエリアも、以下のように変化します。 
 

 
 

上図は「概要」ビューです。一番上にあるのは進行状況バーで、コピーされた容

量、コピー予定の総容量、スクリプト完了までの推定所要時間を表示します。中

央のセクションには、使用中の 2 台のハードディスクの画像が表示されます。 
 

「チャート」ボタンをクリックすると、それまでのファイルのコピー速度を示し

た時間記録のビューに変わります。下図の場合、最大コピー速度は、16MB/s（1 

秒間あたり 16 メガバイト）となります。チャート下のスライダを動かすと、チャ

ートの間隔を延ばしたり、あるいは短くすることができます。 
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「詳細」ビューで、現時点でコピー中のファイルについての詳細が表示されます。

さらに、スクリプトの平均実行速度などの有益な情報も表示されます。上部の

「現在の処理：」テキストの横にファイルが表示されたときに、「スキップ」ボタ

ンを押せば、このファイルをスキップできます。一般的に、容量の小さなファイル

はこのボタンをクリックする前にコピーが完了してしまうため、実際にスキップ

されるのは大きなファイルだけとなります。 

 
 

最後に、右下にある「停止」ボタンを押せば、いつでもスクリプトを停止できま

す。しかし、確認ダイアログボックスで「スクリプトを停止」をクリックするま

でスクリプトは続行します。（これ以降「停止」ボタンを押したときに即座にス

クリプトを停止させたい場合は、「当スクリプトで今後このメッセージを表示し

ない」チェックボックスをオンにします。） 
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しばらくすると、メインウインドウがスクリプトの停止に成功したことを告げる

メッセージを表示します。 

 
スクリプトを一時的に停止するには、「一時停止」ボタンを押します。これでボ

タンの名前が「再開」に変わります。これをクリックすると、スクリプトが停止

した箇所から続行することができます。 

スクリプトが最後まで実行されると、メインウインドウにその旨のメッセージが表示
されます。 

 

Personal Backup X5 に問題が起こった場合（何らかの理由でファイルがコピーでき

ないなど）は、それに関する情報がこのメッセージに表示されます。スクリプト

名の横のアイコンも、警告マークに変わります。これは次に実行が成功するまで

表示されます。 

 

ウインドウの下部の「実行」ボタンと「一時停止」ボタンの代わりに別のボタン

が 2 つ加わります。最初のボタンは「ログを表示」で、たった今起こった結果

（と過去のスクリプトの成功・失敗）を確認できます。「コピー先を表示」ボタ

ンで、Finder 内で新たにコピーされたファイルを手軽に見ることができます。 

 
「編集モード」ボタンをクリックすると、Personal Backup X5 スクリプトの編集

作業を続けることができます。 
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ログ：動作の確認 

過去に実行したバックアップや同期を調べるには、4通りの方法があります。 
 

• メインウインドウの右下にある「ログ」ボタンをクリックする。（ページ上に置
かれた虫めがねに似ています。） 

 

• 「ウインドウ」>「ログ」を選択する。 
• Command – Option - L キーを押す。 
• スクリプトの名前の横に小さなアラートアイコンがあれば、それをクリックしま

す。 
 

実行済みのスクリプトをすべて一覧にしたウインドウが表示されます。 

 

 
 

最初の列はスクリプトの開始時刻、2 番目の列は実行されたスクリプト、3 番目の

列はその結果を表示します。デフォルトでは、このリストは直前に実行されたス

クリプトを一番上にして並べられています。これを逆の順に並べ替えるには、

「日付と時刻」列のヘッダ（上図では、青に強調表示されています）をクリック

します。またスクリプトの名前や状態の列のヘッダをクリックして、リストを並

び替えることも可能です。 
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ログの行をクリックすると、そのスクリプトの詳細が表示されます。 

 

 
 

この情報をファイルに保存したい場合は、以下を行います。 
 

• 保存したいログ エントリを選択する。隣接するエントリを複数選択するには、
最初のエントリをクリックし、Shift キーを押したまま、最後のエントリをクリッ
クします。隣接しないエントリを複数選択するには、Command キーを押し、保
存したいエントリを 1 つずつクリックします。ウインドウ内で一度クリックして、
次に「編集」>「すべてを選択」を選択する、あるいは Command-A キーを押す
ことで、すべてのエントリを選択することも可能です。 

• 「書き出し...」ボタンをクリックします。 
• 詳細を保存するフォーマットを選択します。ここで選択できるフォーマットは、

テキスト（TextEdit などのテキストエディタやワープロで使用するため）、
HTML（ウェブブラウザで見るため）、Personal Backup X5 アーカイブ（ログウ
インドウにログのエントリを追加、チームのメンバが Personal Backup X5 を実行
中である場合に有益）などです。 

 

ログウインドウからエントリを削除するには、最初にこれをクリックし、次に「-

」ボタンをクリックするか、キーを押します。どちらの方法でも、確認のために

ダイアログボックスが表示されます。 

 



第 5章 – バックアップ、同期、復元 
 

 

Personal Backup X5 ユーザーズガイド                 75ページ 
 

復元：消失ファイルの復元 

例えば、最悪の事態が起こったとします。Mac のファイルあるいはフォルダを探

してみましたが、消去されてしまっています。でも大丈夫です。こつこつとバックア

ップを行っていれば、コピーがあるはずです。（以下では同期からファイルを復元

する方法を説明します。） 

バックアップスクリプトには、紛失した項目を置き換える方法がいくつかありま

す。最も明白な方法は、単純に Finder 内で項目をコピーすることです。多くのバ

ックアッププログラムと違い、Personal Backup X5 は Mac OS X の元々のファイル

フォーマットでファイルを保存します。しかしこれは、どのファイルが紛失して

いるか、あるいは古いものであるか、なおかつどこにあるかが分かっている場合

にのみ利用できます。1 つのファイルがなくなると、実は複数のファイルが紛失し

ていることがよくあります。また Finder 内のあらゆる場所からファイルを 1 つず

つコピーしていると、重要なファイルを忘れやすくなります。 

さらに早く徹底した方法は、Personal Backup X5 の復元機能を利用することです。

これには、復元したいファイルを作成したスクリプトを最初にクリックします。次

に「スクリプト」>「復元」を選択するか、あるいは Personal Backup X5 メインウ

インドウの右下にある「復元」ボタンをクリックします。 

 
 

ウインドウが表示され、左の列には過去のスクリプトのリストと、メインセクシ

ョンには関係するファイルが表示されます。直前に実行されたものが一番最初に

あり、デフォルトでこれが選択されています。しかし、別のスクリプトをクリッ

クすることで、過去に実行されたスクリプトはどれでも選択することができます。

メインセクションの内容は、その実行の間に影響を受けたファイルを反映して変

化します。 
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最初にスクリプトのトップレベルのみが表示されています。この場合は、「私の

バックアップスクリプト」という名前のフォルダです。左の開示三角形をクリッ

クすると、そのスクリプトの一部であるコピー元がすべて表示されます。さらに

もう一度クリックすると、その内容が表示されます。 

 
 

特定のファイルを探している場合、この方法でブラウズを続けることができます。

あるいは、ファイル名の一部をウインドウ下部にある「ファイルを検索」ボック

スに入力することも可能です。ここで入力した文字が名前に含まれているファイ

ルのみが、上記ウインドウに残ります。元の完全なリストを表示するには、この

「ファイルを検索」ボックスの「X」ボタンをクリックします。 
 

 
 

前回のバックアップから項目を復元するには、希望する項目をクリックし、ウイ

ンドウの右下にある「復元先...」ボタンをクリックするか、あるいはフォルダをク

リックし「復元先...」を選択する間にキーを押し続けます。（コンテクストメニュ

ーにあるその他のオプション「Finder で表示」は、スクリプトのコピー先ボリュ
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ーム、つまりバックアップコピーを取り込むボリューム上にあるその項目を表示

します。）以下の例では、バックアップすべての内容を復元しています。 

 

Personal Backup X5 に復元ファイルの保存先を指定した後、この処理の所要時間を

示す進行状況バーが表示されます。 
 

 

トップレベルのフォルダ（スクリプト名など）を選択すると、ファイルは、指定

した場所に作成された、復元を行ったバックアップの日時（「年/月/日 時-分-秒」

のフォーマット）の名前を持つフォルダ内に保存されます。例えば「07/10/29 12-

41-50」は Personal Backup X5 が、2007 年 10 月 29 日 12 時 41 分 50 秒に実行したバ

ックアップからファイルを復元したことを意味します。復元モードを終えるには、

Personal Backup X5 メインウインドウの右下にある「編集モード」ボタンをクリッ

クします。 

復元機能は同期スクリプトには利用できません。コピー元で削除されたがコピー

先には存在するファイルを復元する必要がある場合は、コピー先からコピー元に

このファイルをコピーして自分で復元を行ってください。 

起動ディスクバックアップスクリプトにも復元機能はありません。これは、この

スクリプトの目的が、コンピュータボリュームの正確なコピー（「クローン」）

を作成することだからです。起動ディスクバックアップを復元するには、別の方

向に起動ディスクバックアップを新しく実行します。つまりコピー元にはコピー

先を選択し、コピー先にはコピー元を選択します。 
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Personal Backup X5 ウィジェットの使用 

Personal Backup X5 はスクリプトの情報を表示するいくつかの Dashboard ウィジェ

ットをインストールし、ユーザは Dashboard からこれらのウィジェットをコント

ロールします。（このウィジェットは、Intego Status ウィジェットと NetUpdate ウ

ィジェットの 2 つのウィジェットとは別に加わります。これは スタートアップガ

イド で説明されています。）この Personal Backup X5ウィジェットは以下のよう

になります。 
 

 
 

このウィジェットは Personal Backup X5 に設定した全スクリプトと、（スクリプト

を以前実行したことがある場合は）最後の実行、および予定されているスクリプ

トの次の実行予定を表示します。 

 

そのうちの 1 つのスクリプトにカーソルを移動して再生ボタンを表示し、次にその

ボタンをクリックすることで、Personal Backup X5 ウィジェットからそのスクリプ

トを起動することができます。 
 

 
 

スクリプトが起動し、ウィジェットはその進行状況を表示します。 
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必要であれば、対応するボタンをクリックしてスクリプトを一時停止あるいは停

止することができます。スクリプトが終了すると、ウィジェットが、スクリプト

が終了した旨と、エラーの有無を表示します。 
 

 
 

Personal Backup X5 ウィジェットは、いずれかのスクリプトにエラーが起こったか

どうかも表示します。もしエラーが起こっている場合、スクリプトの名前の右側

に赤い点が現れます。Personal Backup X5 を開き、スクリプトのログをチェックし

てそのエラーが何であるかを探す必要があります。 
 

 
 

最後に、ウィジェットの上部にあるポップアップメニューで、何を表示するかを

選ぶことができます。これには、以前実行したスクリプト、次に実行されるスク

リプト、全スクリプトのリストがあります。 
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ログの環境設定 

Personal Backup X5 では、ログの表示方法やスクリプトの予約方法をカスタマイズ

するためにいくつかのオプションを提供しています。プログラムの環境設定を使

用するには、「Personal Backup X5」>「環境設定...」を選択するか、あるいは 

Command-,（コンマ） キーを押します。これで環境設定を表示したウインドウが

表示されます。 

 

 
 

 

「ログ」環境設定では、「記録」セクションでは、ログウインドウに表示する情

報の種類を増やしたり減らしたりできます。最初のオプションの「例外条件を記

録する」は、スクリプトを設定したときに「例外条件」オプションで作成した選

択基準を追跡します。（第 4 章「スクリプトオプション」の「例外条件」セク

ションを参照してください。）2 番目のオプションの「成功した削除処理を記録す

る」は、スクリプトがコピー元あるいはコピー先から削除したファイルを追跡し

ます。3 番目のオプションの「成功したすべての処理を記録する」は 2 番目のオプ

ションをさらに拡大したもので、削除だけでなく、ファイルのコピーやフォルダ

の作成などでスクリプトが操作したことすべてを追跡します。 
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この最初の 3 つのチェックボックスのいずれかをオンにすると、新たに「詳細を

表示」ボタンがログウインドウに表示されます。これをクリックすると、環境設

定で指定した量の詳細が表示されます。もう一度クリックすると、この詳細は表
示されなくなります。 
 

 
 

最後のオプションの「各スクリプトについてログを ___ 回分のみ保持する」で、

利用価値のない古い情報は保存しないことで、ログウインドウをさらに管理しや

すい状態に保つことができます。（デフォルトでは、Personal Backup X5 は各スク

リプトの 5 つの最新ログのみを保持します。） 

 
また、スクリプト完了後に、Personal Backup X5 にログのコピーを指定した受信者

に送信させることも可能です。それには、「電子メールでログを送信する」チェ

ックボックスをオンして、「設定...」ボタンをクリックします。表示されたウイン

ドウに、メッセージの送信元と宛先の詳細を記入し、さらにメールサーバがメッ

セージ送信に必要とする詳細を記入します。（詳細は、お使いの電子メールの管

理者に問い合わせください。）「設定をテスト」ボタンをクリックすることで、

ユーザが提供する構成を使用してメールが実際に送信されるよう、メール設定を
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テストすることができます。結果が出るまで 1 分ほど待たなければならないかも

しれません。結果はダイアログボックスに表示されます。 

 
 

受信者を追加するには、「受信者」ボックスの下にある「+」ボタンをクリックし

ます。受信者は好きなだけ追加できます。受信者の削除には、受信者をクリックし

て、次に「‒」ボタンをクリックします。 
 



第 6章 – Personal Backup X5 の環境設定 
 

 

Personal Backup X5 ユーザーズガイド                 84ページ 
 

スケジュール環境設定 

 
 

環境設定ウインドウの上部にある「スケジュール」ボタンをクリックすると、オ

プションを 4 つのカテゴリで表示します。 

 

アクティベーション：「予約済みスクリプトを無効にする...」ボタンですべての

予約が停止します。再度この予約を有効にする（「予約済みスクリプトを有効に

する...」という名前に変わったこのボタンを再度クリックする）まで、バックアッ

プや同期化を行う唯一の方法は、Personal Backup X5 を開き、スクリプトを選択し、

次に「実行」ボタンをクリックするか、あるいは Intego メニューからスクリプト

を選択することです。実行に失敗する予約、予期せず実行される予約はセキュリ

ティ問題を引き起こす恐れがあります。よって、この設定を変更するためには、

パスワードを入力する必要があります。どの場合においても、予約はすべて Mac 

を再起動すると再び有効になります。 

 



第 6章 – Personal Backup X5 の環境設定 
 

 

Personal Backup X5 ユーザーズガイド                 85ページ 
 

スクリプトの編集：「スクリプトが編集中のときは常に実行をスキップする」チ

ェックボックスで、スクリプトが編集モードで選択されている間は、そのスクリ

プトが突然実行されないようにします。このチェックボックスをオンにする場合

は、スクリプトを編集していない時には、常に Personal Backup X5 を終了していた

ほうが賢明です。そうしないと、予約されているスクリプトを気付かずに選択した

ままにしてしまい、必要なスクリプトが予定通りに実行されない結果になる可能性

があります。 
 

表示：最初のオプション「次の期間バックアップが作成されなかったら警告を表

示：」で、バックアップをしないで指定した日数が過ぎると、警告ダイアログボ

ックスが表示されます。第 2 のオプション「予約したスクリプトを表示：」には 2 

つのオプションがあります。これは「Personal Backup X5」と「タスクマネージ

ャ」です。最初のオプションをオンすると、予定されたスクリプトが実行された

ときに Personal Backup X5 が開きます。Personal Backup X5 のウインドウでこの進

行を確認することができます。第 2 のオプションをオンにすると、小さなタスク 

マネージャ ウインドウのみが表示されます。 

 

Intego カレンダー：最初のオプションの「すべてのスクリプトを同期する」で、

カレンダーが作成されます。「iCal で照会」ボタンをクリックすると、Mac OS X 

iCal が開き、予定されているスクリプトの日付と時刻をすべて表示した Intego カ

レンダーが作成されます。これを使って、どのスクリプトが予定されているかを

確認し、バックアップを管理することができます。 
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Personal Backup X5  について 

Personal Backup X5メニューから「Personal Backup X5 について」を選択すると、

プログラムのバージョン番号やサポートナンバー（テクニカルサポートを受ける

のに必要）などの情報を示したウインドウが表示されます。 

 

 
 

「サポート#」のリンクをクリックすると、Intego テクニカルサポート宛てのメッ

セージで電子メールプログラムが起動します。このメッセージの件名には、Intego 

のサポートスタッフが対応するのに役立つ情報が記載されています。バージョン

番号をクリックすると、プログラムのビルド番号が分かります。これも Intego の

サポートスタッフにとって役に立つ可能性のある情報です。 
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テクニカルサポート 

Personal Backup X5 のユーザ登録を済ませると、テクニカルサポートを受けられる

ようになります。メールに正確なビルド番号を含めることを忘れないでください。

ビルド番号は、「Personal Backup X5 について」パネルの Personal Backup X5 アイ

コンのすぐ上にあるバージョン番号をクリックすると表示されます。このパネル

を表示するには、Personal Backup X5 を開き、「Personal Backup X5」メニューの

「Personal Backup X5 について」を選択します。 

 

お問い合わせ先 

 インターネット: http://www.act2.com/support/ 

 電話 : 03-5352-7881 

  (休日・祭日を除く月～金、10:00-12:00,13:00-16:00) 

 FAX : 03-5352-7880 

 電子メール  : support@act2.co.jp ( アクト・ツー )  

   : supportjp@intego.com ( intego ) 

 

ホームページ 

 アクト・ツー : http://www.act2.com 

 intego   : http://www.intego.com/jp/ 
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用語集 

イメージファイ

ル 

「ディスクイメージ」を参照してください。 

管理者 Mac OS X はマルチユーザーのオペレーティングシステムであり、少な

くとも 1 人のユーザーが管理者になる必要があります。管理者とは、

システムレベルの特定のタスクまたは変更を実行できる権限を持つユ

ーザーのことです。新しいソフトウェアをインストールしたり、

Personal Backup X5 で特定のファイルをコピーしたりする場合など、シ

ステムレベルの変更を行うには、管理者用パスワードを入力する必要

があります。 

起動ディスクバ

ックアップ 

起動ディスクバックアップ（「クローン」）は、起動ディスクを完全

にコピーしたものです。これには、お使いのコンピュータを起動する

のに必要な不可視状態のファイルとコンポーネントがすべて含まれま

す。システムに問題が起きた場合は、このクローンから起動ディスク

に対し、再度起動ディスクのバックアップを行って書き戻すことで、

Mac OS X を再インストールする手間を避けることができます。 

コピー先 ファイルがコピーされるデバイスや場所のことです。通常のバックア

ップでは、これはバックアップディスク、あるいはその他の媒体 

（DVDなど）を指します。同期では「コピー元」と「コピー先」が等

しいため、これらは存在しません。同期の場合、デフォルトでは、ど

ちらのボリュームにファイルの最新バージョンが含まれているかによ

って、コピーの方向が決まります。 

コピー元 コピーするファイルが含まれるデバイスのことです。通常のバックア

ップでは、お使いのコンピュータのハードディスクを指し、復元で

は、バックアップ媒体（外付けハードディスクや DVD など）を指しま

す。 
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増分バックアッ

プ 

完全なバックアップを一度行い、それ以降のバックアップには、変更

されたファイルのみをコピーすること。 

ディスクイメー

ジ 

ディスクイメージとは、1 個のファイルとして作成されたボリュームの

ことです。任意のボリュームから作成したディスクイメージを他のボ

リュームにコピーすることができます。ディスクイメージをダブルク

リックすると、まるで別のディスクであるかのようにそのボリューム

が開きます。 

デバイス 一般的に、コンピュータで使用するハードウェアを指します。このユー

ザーズガイドで説明されているように、デバイスはファイルを保存でき

るコンピュータ機器です。お使いのコンピュータのハードウェア、

iPod、メモリスティック、DVDが入った状態の DVD ドライブはすべて

デバイスです。 

同期 同期とは、2 つのフォルダ、ボリューム、またはディスクを比較し、双

方に含まれるファイルをまったく同じにするプロセスです。一方で変

更されたファイルは他方にコピーされます。この機能は、デスクトッ

プコンピュータやラップトップなど、2 台のコンピュータで作業してお

り、両コンピュータのファイルを同じ状態に保っておきたいような場

合に特に便利です。 

バックアップ バックアップとは、保管の目的で、ある場所（通常は、お使いのコン

ピュータ）から別の場所にコピーしたファイルやフォルダのことで

す。バックアップは、他のコンピュータ、他のディスクやパーティシ

ョン、または CD-ROM、DVD、メモリスティックなどのリムーバブル

メディアに作成できます。 
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ボリューム ボリュームは、ハードディスク、ハードディスク上のパーティショ

ン、ネットワーク上のディスクまたはパーティション、または CD や 

DVD、iPod、メモリスティックなどのリムーバブルディスクです。い

ずれの場合も、これらのボリュームはすべてハードディスクのように

扱われます。 

マウントされて

いるボリューム 

Mac OS X で個別の記憶領域として表示されるボリュームのことです。

お使いのコンピュータの主なハードディスクはマウントされているボ

リュームで、外付けのハードディスクを接続すると、Mac OS X は自動

的に有効な可視状態のボリュームをすべてマウントします。デフォル

トでは、マウントされたボリュームがデスクトップと Finder ウインド

ウ サイドバーに表示されます。（全ボリュームを表示しないように、

オプションを変更することも可能です。） 

復元 復元とは、バックアップからお使いのコンピュータにファイルをコピ

ーするプロセスのことです。復元により、失ったファイルや間違って

消去したファイル、あるいは損傷したファイルを元の状態に戻すこと

ができます。 

 


